
主要品目産地概況と販売見通し（令和8年10月）
△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 109 \ 120 ▼ ▼ ＝ \ 85 (\ 74 )

総入荷量 630 ｔ 98

\ 108 \ 110 ＝ △ ＝ \ 115 (\ 87 )

総入荷量 320 ｔ 95

\ 300 \ 350 ＝ ＝ ▼ \ 350 (\ 350 )

総入荷量 92 ｔ 100

\ 988 \ 1,050 ▲ ▼ ＝ \ 800 (\ 756 )

総入荷量 25 ｔ 81

\ 368 \ 750 ＝ ▽ ＝ \ 450 (\ 271 )

総入荷量 62 ｔ 90

\ 1,200 \ 1,300 ▲ ＝ ＝ \ 1,300 (\ 1,300 )

総入荷量 2 ｔ 100

アスパラガス
産地概況

国産は終盤。輸入のメキシコ産主体の入荷。安定した入荷を見込む。

前年比 ％

産地概況

岐阜県産主力に北関東産の入荷。岐阜県産は前月からの日照不足の影
響で軟弱徒長傾向で出荷数量鈍化傾向。中旬以降の回復を期待する
が、月を通じて出回りは少ない予想。

前年比 ％

小松菜
産地概況

北関東産主力に県内産・福岡産の入荷。各産地共に日照不足等の影響
で前月中旬より出回りかなり少なく、当月上旬までは影響が出る見込
み。中旬以降の回復に期待するが月を通じて出回りは少ない予想。

前年比 ％

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

はくさい
産地概況

長野県産の入荷。9月中旬までの長雨、日照不足の影響から、上旬ま
ではやや少なめの出荷見込みも、中旬以降は順調な出荷が見込まれ
る。

前年比 ％

キャベツ
産地概況

群馬県産主力に長野県産の入荷。前月の長雨の影響を受け上旬までは
出回りやや少なめの予想。両産地共に出荷の最盛期は過ぎており、天
候次第では数量・相場の不安定要素あり。

前年比 ％

ねぎ
産地概況

北海道産を主に石川・埼玉・長野県産の入荷。天候によるが安定した
入荷を見込む。

前年比 ％

ほうれん草



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

下旬見込 上旬 中旬 下旬

\ 632 \ 570 ▼ ＝ ▲ \ 550 (\ 532 )

総入荷量 150 ｔ 93

\ 367 \ 300 ▼ ▼ ＝ \ 230 (\ 168 )

総入荷量 90 ｔ 82

\ 1,050 \ 1,050 ＝ ▲ ▲ \ 1,079 (\ 1,033 )

総入荷量 24 ｔ 105

\ 554 \ 499 ＝ ＝ ▼ \ 580 (\ 577 )

総入荷量 20 ｔ 109

\ 330 \ 347 ▲ ＝ ▼ \ 300 (\ 291 )

総入荷量 51 ｔ 101

えのき
産地概況

長野県産中心の入荷。種菌が原因による生育不良や施設改修などのた
め、極端に入荷に波が出る状況。入荷不安定感あり上旬やや上げ、中
下旬よりやや下げを見込む。

前年比 ％

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 予想平均単価（前年）

生椎茸
産地概況

石川産を中心に、新潟・兵庫・富山・徳島産の入荷。石川産は生産者
1名減の為、極端に少ない見込み。又、パック生産は10月から無しに
なる。兵庫産は安定した入荷を見込んでいるが、新潟・富山・徳島は
例年より少ない見込み。

前年比 ％

しめじ
産地概況

JA全農長野物を中心に企業物（ホクト・ミスズ・雪国）の入荷。出荷
は、JA全農長野物で計画減産が終わり、徐々に増量の見込み。JA全農
長野物とホクトは引き続き生育にバラ付きあり。価格は、上中旬入荷
に不安定感があり保合見込み。後半落ち着き、やや下げの予想。

前年比 ％

レタス
産地概況

中旬頃までは長野県産を中心とし、下旬以降は茨城県産を主とするも
前月の大雨の被害から大幅な出荷減が見込まれる。

前年比 ％

ブロッコリー
産地概況

北海道産を主に石川県産の入荷。石川県産の出遅れから下旬以降は相
場上昇を予想する。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

下旬見込 上旬 中旬 下旬

\ 3,630 \ 3,350 ▲ ▼ ＝ \ 3,250 (\ 3,191 )

総入荷量 4.2 ｔ 94

\ 2,284 \ 2,443 ＝ ▼ ▼ \ 1,500 (\ 1,469 )

総入荷量 4 ｔ 89

\ 248 \ 230 ＝ ▼ ＝ \ 220 (\ 228 )

総入荷量 60 ｔ 103

\ 474 \ 490 ▼ ▼ ▲ \ 440 (\ 461 )

総入荷量 160 ｔ 101

\ 447 \ 460 ▼ ▲ ▼ \ 430 (\ 380 )

総入荷量 90 ｔ 100

\ 478 \ 491 ＝ ▲ ▲ \ 540 (\ 574 )

総入荷量 280 ｔ 94

\ 831 \ 850 △ ▲ ＝ \ 950 (\ 1,028 )

総入荷量 58 ｔ 114

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 予想平均単価（前年）

産地概況

愛知県豊橋温室からの入荷。先月からの長雨、曇天により生育は不十
分で、数量は少なめに推移する見込み。上旬の連休需要も相まって月
初は強めの相場展開を見込む。

前年比 ％

春菊
産地概況

岐阜県飛騨農協と群馬県館林農協からの入荷。群馬産は上旬からの入
荷を見込むが、9月の長雨の影響で後退か数量減少気味の予想。県内
産個人出荷開始。

前年比 ％

南瓜
産地概況

大葉

北海道主力の入荷。旱魃の影響の為大玉傾向で4玉中心の5・6玉の流
れでの予想する。価格は昨年よりも若干安いと予想される。

前年比 ％

胡瓜
産地概況

福島、群馬県産主力に、上中旬より高知県産の入荷。中旬以降福島県
産は減少するものの、一般露地野菜の出荷量によって価格帯はやや下
げとなる見通し。

前年比 ％

茄子
産地概況

短茄子は高知県産主力に中旬頃まで山形、群馬県産の入荷。長茄子は
熊本県産主力に切り替わる。高知県産の増量に伴い関東、東北産地の
価格も落ち着いていく見通し。

前年比 ％

トマト
産地概況

岐阜県産を主力に、愛知・石川県産の入荷。9月末に向けて安定した
入荷を見込む。価格は昨年より若干安いと予想される。

前年比 ％

ミニトマト
産地概況

北海道産主体に愛知県産の入荷。北海道産は徐々に減少、愛知県産は
漸増傾向で進む。9月の日照不足で増加は鈍くなるものの、安定した
入荷が見込まれるが、産地切替え時期となり、価格は強いまま推移す
る見通し。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 505 \ 650 ▲ ＝ ▼ \ 670 (\ 659 )

総入荷量 36 ｔ 105

\ 1,341 \ 1,400 ▲ ＝ ＝ \ 1,400 (\ 1,375 )

総入荷量 5 ｔ 105

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

単位：円/kg

ピーマン
産地概況

高知県産を主体に、北海道・茨城・長野県産の入荷。上旬は高知県産
の入荷が少なく、単価は高値を維持する。中旬頃から徐々に増加し安
定した入荷となる見通し。

前年比 ％

豆類
産地概況

いんげんは山梨、鹿児島、高知県産主体の入荷。きぬさやは北海道産
主体に愛知県産の入荷。枝豆は山形県産。各品目ともに産地の切替え
時期となり不安定な入荷で、価格は高めで動いていく。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 119 \ 135 ＝ ▼ ▼ \ 125 (\ 119 )

総入荷量 600 ｔ 96

\ 179 \ 200 ▲ ▲ ▲ \ 250 (\ 235 )

総入荷量 30 ｔ 90

\ 136 \ 130 ＝ ▲ ▲ \ 150 (\ 153 )

総入荷量 290 ｔ 103

\ 546 \ 525 ▼ ＝ ＝ \ (\ 549 )

総入荷量 50 ｔ 93

\ 317 \ 300 ＝ ＝ ▼ \ (\ 286 )

総入荷量 190 ｔ 97

\ 136 \ 130 ＝ ＝ ＝ \ 130 (\ 179 )

総入荷量 330 ｔ 106

\ 444 \ 440 ＝ ▼ ▼ \ 430 (\ 477 )

総入荷量 35 ｔ 109

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

大根
産地概況

岐阜・北海道・青森産に加え、上旬より石川産の入荷予定。石川産は
播種開始こそ平年より遅かったが、生育は順調である。岐阜・北海道
産は上旬で終了予定。

前年比 ％

かぶ
産地概況

青森産中心の入荷。8月の大雨の影響で中旬以降の出荷は減少する可
能性がある。下旬より石川産個選の入荷予定。

前年比 ％

人参
産地概況

北海道産の入荷。本年産は順調な生育であり、平年並みの入荷見込
み。

前年比 ％

蓮根
産地概況

石川産主体に愛知・茨城産の入荷を見込む。各産地、生育状況は順
調。

前年比 ％

甘藷
産地概況

石川産中心に茨城・千葉産の入荷。関東物は天候不順から入荷不安定
の見込み。

前年比 ％

馬鈴薯
産地概況

北海道産の入荷。今年度は平年並みの出荷が見込まれており、不作傾
向であった前年・前々年度と比べ大幅安の平年並みの単価を見込む。

前年比 ％

長芋
産地概況

北海道主力の入荷。令和7年産春掘品の最終盤となるが、太物中心の
入荷が見込まれる。青森産は数量少なく入荷不透明。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 94 \ 95 ＝ ＝ ＝ \ 95 (\ 181 )

総入荷量 650 ｔ 117

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

玉葱
産地概況

北海道各産地より入荷。本年産は生育順調に推移し、凶作であった昨
年に比べ数量はほぼ平年並。大玉、特にL大を中心に潤沢な入荷が見
込まれる。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 300 \ 280 ▼ ▼ ＝ \ 284 (\ 284 )

総入荷量 490 ｔ 100

\ 515 \ 350 ▼ ＝ ＝ \ 300 (\ 316 )

総入荷量 140 ｔ 121

\ 487 \ 463 ＝ \ 460 (\ 437 )

総入荷量 35 ｔ 87

\ 664 \ 650 ＝ ▲ ＝ \ 700 (\ 873 )

総入荷量 20 ｔ 87

\ 383 \ 362 ＝ ▲ ＝ \ 382 (\ 389 )

総入荷量 170 ｔ 104

\ 1,650 \ 1,650 ▼ ▼ ＝ \ 1,650 (\ 1,650 )

総入荷量 41 ｔ 100

\ 956 \ 1,004 ▲ ＝ ＝ \ 1,000 (\ 1,098 )

総入荷量 15 ｔ 130

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

みかん
産地概況

10/20頃からJAみなみ筑後山川選果場の北原早生、10月5日からJA長崎
せいひ　の極早生が開始する。

前年比 ％

柿
産地概況

奈良、和歌山県産の入荷。作況は平年並みで前半は小玉傾向、中旬以
降2L
中心の入荷を見込む。

前年比 ％

梨
産地概況

石川県産あきづき、新高の入荷。10月2週目で終了予定。

前年比 ％

メロン
産地概況

静岡産主体に上旬石川産、中旬以降高知産の入荷。静岡産は日照不足
による小玉傾向。石川産は例年よりやや早い終了予想。高知産は前進
出荷傾向、例年より早めの出荷見込み。

前年比 ％

いちじく
産地概況

石川、愛知県産の入荷。先月は天候の悪い日が続いたため生育に影響
があり、産地数量が大幅に減少。現状では徐々に回復傾向にある。

前年比 ％

りんご
産地概況

長野県産秋映・シナノスイート、青森県産早生ふじ・トキの入荷。
全体的に大玉傾向であり、数量も昨年に比べ増加見込み。

前年比 ％

ぶどう
産地概況

山梨県産が終了間近で、長野県産が主力になる見通し。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 250 \ 245 ＝ ＝ ＝ \ 245 (\ 214 )

総入荷量 1,300 ｔ 92.0

\ 340 \ 335 ▼ ＝ ＝ \ 330 (\ 270 )

総入荷量 18 ｔ 90.0

\ 200 \ 200 ＝ ＝ ＝ \ 200 (\ 197 )

総入荷量 10 ｔ 85.0

\ 340 \ 350 ＝ ＝ ＝ \ 350 (\ 330 )

総入荷量 9 ｔ 91.0

\ 261 \ 260 ＝ ＝ ＝ \ 260 (\ 240 )

総入荷量 32 ｔ 91.0

\ 680 \ 660 ＝ ＝ ＝ \ 670 (\ 700 )

総入荷量 100 ｔ 88.0

単位：円/kg

フィリピン産・南米産とも順調な入荷を見込む。フィリピン産はハイ
ランド系の入荷がやや減、南米産は品質に注意する。価格は保合で推
移。また昨今の悪天候が、年明けからの生産にどう影響するか懸念さ
れる。

前年比 ％

オレンジ
産地概況

オーストラリア産ネーブルは安定した入荷を見込む。例年と比べやや
販売が鈍い。ネーブルの販売を優先し、バレンシアは状況次第とす
る。

前年比 ％

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

バナナ
産地概況

グレープ
フルーツ 産地概況

南アフリカ産ルビー種中心の入荷。品質も良好で今月まで販売予定、
次産地はメキシコ産を予定する。価格は保合を見込む。

前年比 ％

レモン
産地概況

チリ産は順調な入荷を見込む。11/末頃のカリフォルニア産入荷ま
で、販売を継続。現状は品質良好で棚持ちも良い。

前年比 ％

キウイ
産地概況

ニュージーランド産は当月で入荷は終了し、ハマ在庫の販売となる。
計画では11/末には終売し、国産キウイに移行。これから指数も下が
りますが、10月がシーズン最後の山場として取り組んで参ります。

前年比 ％

パイン
産地概況

フィリピン産の入荷。大玉、小玉サイズともに順調な入荷。価格は保
合で推移。

前年比 ％


